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第67回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、当社第67回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通
知申し上げます。

本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報
（電子提供措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネッ
ト上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下の当社ウェブサイ
トにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

電子提供措置事項は、上記ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東
証）のウェブサイトにも掲載しておりますので、以下の東証ウェブサイト
（東証上場会社情報サービス）にアクセスして、銘柄名（会社名）に「初
穂商事」または証券コードに「7425」を入力・検索し、「基本情報」、
「縦覧書類／ＰＲ情報」を選択のうえ、ご確認くださいますようお願い申
し上げます。

なお、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、本招集ご通知と
あわせてお送りする議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただ
き、2025年３月26日（水曜日）午後５時50分までに到着するようご返送く
ださいますようお願い申し上げます。

敬　具
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１．日 時 2025年３月27日（木曜日）午前10時
２．場 所 名古屋市中村区名駅四丁目４番38号

愛知県産業労働センター（ウインクあいち）５階小ホール
３．目的事項

報 告 事 項 １. 第67期（2024年１月１日から2024年12月31日まで）
事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監
査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第67期（2024年１月１日から2024年12月31日まで）
計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案
第２号議案

剰余金処分の件
取締役（監査等委員であるものを除く。）６名選任の件

４．招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
(1)書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書に

おいて、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示が
あったものとしてお取り扱いいたします。

(2)代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の
株主の方１名を代理人として株主総会にご出席いただけます。
ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますので
ご了承ください。

記

以　上

当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください
ますようお願い申し上げます。

なお、電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウ
ェブサイト及び東証ウェブサイトにその旨、修正前の事項及び修正後の事項を掲載
させていただきます。
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（ 2024年１月１日から
2024年12月31日まで ）

事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、好調な企業収益や雇用・

所得環境が改善する中で、景気は緩やかに回復してまいりました。

世界経済では、アメリカの景気拡大が続く一方で、中国では不動産

市場の停滞が継続しており、欧州地域の景気は、エネルギー情勢や

高い金利水準により足踏み状態で推移いたしました。

建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移し、民間投資で

は、首都圏のマンション総販売戸数はおおむね横ばいで推移してお

りますが、建設コストの高騰や金利上昇の影響により、新設住宅着

工戸数は年80万戸を割り込むペースとなっております。非住宅市場

では、慢性的な職工不足や猛暑の影響により工期が遅延するなど、

厳しい経営環境が続きました。

このような経営環境の中、当社におきましては、2024年４月に中

部地域におけるエクステリア商品の販売拠点として、名古屋市内に

熱田営業所南デリバリーセンターを開設いたしました。

エクステリア事業を担う株式会社アイシンにおきましては、滋賀

営業所の移転や兵庫エリアの物流機能を拡張するために設備投資を

行っております。

また、未開拓であったエクステリア事業の四国方面への展開を見

据え、株式会社外装との間で、資本業務提携契約を締結いたしまし

た。

人的資本に関しましては、社会環境の変化に伴い、多様化する働

き方のニーズに対応するため、旧来の人事制度を見直し、地域限定

の働き方の導入やキャリアパスを可視化した人事制度に刷新いたし
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ました。賃上げが進む雇用環境の変化に合わせ、新人事制度の導入

と同時に、賃金水準の引き上げを実施しております。

また、配送業務の一部内製化や、将来の拡販及び労働環境の改善

の一環として、営業拠点の人員を補充した結果、当社において１割

近くの増員が生じております。

連結子会社におきましても、同様に賃金水準の引き上げを実施し

ており、グループ全体で、将来を担う人材への先行投資を実施いた

しました。

７月には１株につき２株の割合で株式分割を実施しており、株式

の流動性の向上と投資家層の拡大に取り組んでまいりましたが、PBR

１倍の達成には未だ至っておりません。

春からは働き方改革関連法の時間外労働の上限規制が運送業にも

拡大したことで、輸送リードタイムの長期化が懸念されておりまし

たが、予約配送の徹底や小口配送の制限といった商習慣の見直しが

業界全体で浸透し、大きな混乱とはなりませんでした。しかし、そ

の一方で、住宅市場の冷え込みが一層進んだことにより、エクステ

リア事業及び住環境関連事業の販売面でマイナスの影響を及ぼしま

した。

内装建材事業におきましては、天候不順や人手不足により工事現

場の進捗が例年以上に停滞し、さらに、建設業にも残業規制が適用

されたことで、工事自体の延期、工期の伸長が散見されました。こ

の結果、秋口から年度末にかけての建設需要が盛り上がりに欠け、

需要減から価格競争の再燃の兆しも一部地域で見られました。

連結グループ全体では増収となりましたが、賃金水準の引き上げ及

び人員の増加に伴う人件費の増加を中心に、各種物品やサービスの値

上げによるコストアップの影響が事業セグメント全般に及びました。

この結果、当連結会計年度の売上高は348億27百万円（前期比

1.2％増）、営業利益12億88百万円（前期比9.3％減）、経常利益15

億１百万円（前期比4.7％減）となりました。また、連結子会社であ

る株式会社アイシンの土地の収用に係る受取補償金を特別利益に計

上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は９億74百万円（前

期比0.2％減）となりました。
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（単位：百万円）

事 業 区 分
第 66 期

（2023年12月期）

第 67 期
(当連結会計年度)
（2024年12月期）

前期比

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比
内 装 建 材 事 業 17,557 51.0％ 18,055 51.8％ 2.8％
エクステリア事業 12,225 35.5 12,309 35.4 0.7
住 環 境 関 連 事 業 4,639 13.5 4,462 12.8 △3.8

合 計 34,422 100.0 34,827 100.0 1.2

セグメントごと（事業区分別）の売上状況は次のとおりでありま

す。

(注)エクステリア事業に区分される連結子会社の決算日は９月30日であり、連結決算日と３ヶ月異な
っております。

② 設備投資の状況
当連結会計年度における重要な設備投資は、連結子会社におい

て、神戸西営業所の移転に伴う土地（２億50百万円）を取得したも
のであります。

③ 資金調達の状況
当連結会計年度は、連結子会社において、設備投資のための資金

として、金融機関から長期借入により、２億円の資金調達を行いま
した。

④ 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥ 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義
務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処
分の状況
該当事項はありません。
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区 分
第 64 期

(2021年12月期)
第 65 期

(2022年12月期)
第 66 期

(2023年12月期)
第 67 期

(2024年12月期)

売 上 高 (百万円) 29,909 31,792 34,422 34,827

経 常 利 益 (百万円) 938 1,431 1,574 1,501

親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 501 854 975 974

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 153円17銭 261円09銭 297円48銭 296円19銭

純 資 産 (百万円) 7,959 8,768 9,689 10,592

総 資 産 (百万円) 18,968 21,109 22,731 21,872

1株当たり純資産額 2,150円48銭 2,376円45銭 2,631円95銭 2,874円06銭

区 分
第 64 期

(2021年12月期)
第 65 期

(2022年12月期)
第 66 期

(2023年12月期)
第 67 期

(2024年12月期)

売 上 高 (百万円) 17,766 20,067 22,197 22,518

経 常 利 益 (百万円) 438 915 1,092 1,040

当 期 純 利 益 (百万円) 316 639 793 744

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 96円83銭 195円47銭 241円84銭 226円41銭

純 資 産 (百万円) 6,444 6,976 7,660 8,248

総 資 産 (百万円) 14,571 16,553 17,332 16,414

1株当たり純資産額 1,969円00銭 2,131円48銭 2,332円47銭 2,505円77銭

(2) 財産及び損益の状況の推移

① 企業集団の財産及び損益の状況

(注)１. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。なお、発行
済株式総数につきましては、自己株式数を控除した株式数によって算出しております。

２. 当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
第64期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当たり純
資産額を算定しております。

３. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第65期の期首
から適用しており、第65期以降に係る主要な各数値については、当該会計基準等を適用した
後の指標等となっております。

② 当社の財産及び損益の状況

(注)１. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。なお、発行
済株式総数につきましては、自己株式数を控除した株式数によって算出しております。

２. 当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
第64期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当たり純
資産額を算定しております。

３. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第65期の期首
から適用しており、第65期以降に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の指
標等となっております。
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会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 事 業 内 容

株 式 会 社 ア イ シ ン 98百万円 74.8％ エ ク ス テ リ ア 事 業

アイエスライン株式会社 ３百万円
74.8％
(74.8％)

同 上
(株式会社アイシン商品の配送)

(3) 重要な子会社の状況

(注)議決権比率の欄の（）内は間接保有比率であり内数であります。

(4) 対処すべき課題

2025年度のわが国経済の見通しは、雇用・所得環境が改善するも

とで、賃金の上昇が続き、個人消費の持ち直しが期待されます。ま

た、大阪・関西万博の開催やインバウンド需要も景気を後押しし、

緩やかに景気回復することが予想されます。海外経済におきまして

は、アメリカ大統領の交代により、追加関税等の通商政策の路線変

更や米中の貿易摩擦が再燃する懸念のほか、欧州や中東での地政学

リスクなど、景気を下押しする不確実性が高まっております。

建設資材卸売業に属する当社グループでは、住宅市場の冷え込み

が当面続くと予想される厳しい外部環境に直面しております。三本

の事業セグメントを柱にした多角的な成長を当社グループは目指し

ておりますが、減収減益と低迷した住環境関連事業の立て直しが、

最優先課題と考えております。

幅広い工事種類に対応が出来る当社の強みを営業活動に活かし、

工事売上の比重を高めていくことや、住環境関連事業セグメント内

の連携を促進するために、戦略に合わせた組織再編を順次進めてい

くことで、局面を打開してまいります。

内装建材事業につきましては、近年新設した東京及び大阪営業所

を含む大都市圏を、新たな収益源に成長させていくことが中長期の

課題であり、早期の採算化に向けて、きめ細かな軌道修正を重ねて

まいります。それと並行して、創業の地である中部地域を重点強化

地域に位置づけており、持ち越しとなっていた西日本地域へのデリ

バリーセンターの出店についても進めてまいります。
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株式会社アイシンが担うエクステリア事業につきましては、減少

した住宅市場の需要を非住宅市場で取り戻す為の新規事業や、販売

価格帯やメーカーごとの最適なセールスミックスを実現すること

で、縮小する市場の中でも持続的な成長を目指してまいります。

当社のエクステリア部門と協力しながらも、販売面ではアイシン

の独自色を打ち出すことで、双方の強みを最大限に発揮し、労務・

経営管理面におきましては、グループ会社の管理部門間の連携を強

化し、有効かつ効率的なグループ経営をしてまいります。

上記の課題を克服しながら、中長期的な目標の一つとして、2027

年までに連結売上高400億円を目指してまいります。

当社グループの持続可能かつ長期的な成長のためには、土台とな

る人的資本の充足が最重要課題であると考えております。人的資本

の充足に関する各種指標を改善していくことで実現していき、当社

グループの強みである、自社配送機能の維持向上に努めてまいりま

す。人的資本は先行投資であり、一時的にはコストアップ要因とな

りますが、ROE 8％を超える資本効率とのバランスを取りながら、実

行してまいります。

また、2024年12月末時点において、連結自己資本比率が40％を超

過し、最適資本構成の水準域内に達したことから、安定配当をベー

スに連続増配を目標としながら、配当性向を段階的に引き上げてま

いります。

1995年１月に株式店頭登録をしてから30年が経過し、翌年2026年

には創業から80年の節目を控えております。100年企業を目指す当社

グループが、新しいステージへと向かう地盤固めの助走期間とし

て、より実効性のあるガバナンス体制と資本コストや株価を意識し

た経営を実現し、企業価値の向上を図っていく所存です。

株主の皆様には、一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げます。
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事 業 区 分 事 業 内 容

内 装 建 材 事 業
軽量鋼製下地材・石膏ボード等の内装工事用資材の
販売

エ ク ス テ リ ア 事 業 外構資材・石材等の販売

住 環 境 関 連 事 業
内装・外壁・屋根・板金等の建設工事向けに建築金
物等・ALC金具副資材・鉄線・溶接金網・カラー鉄
板・太陽光屋根・窯業建材等の販売

(5) 主要な事業内容（2024年12月31日現在）

本 社 名古屋市中区錦二丁目14番21号

営 業 所 名 港 名 古 屋 市 福 岡 福岡県大野城市

熱 田 名 古 屋 市 長 岡 新 潟 県 長 岡 市

春日井 愛知県春日井市 岡 山 岡 山 県 岡 山 市

小 牧 愛 知 県 小 牧 市 横 浜 神奈川県横浜市

豊 橋 愛 知 県 豊 川 市 千 葉 千 葉 県 千 葉 市

静 岡 静 岡 県 静 岡 市 広 島 広 島 県 広 島 市

富 山 富 山 県 射 水 市 東 京 東京都江戸川区

四 国 愛 媛 県 松 山 市 金 沢 石 川 県 金 沢 市
長 野 長 野 県 長 野 市 大 阪 大阪府寝屋川市

福 山 広 島 県 福 山 市 新 潟 新 潟 県 新 潟 市

北関東 埼 玉 県 川 口 市

名　　　称 所　在　地

株 式 会 社 ア イ シ ン 大 阪 府 高 槻 市

ア イ エ ス ラ イ ン 株 式 会 社 大 阪 府 高 槻 市

(6) 主要な営業所（2024年12月31日現在）

① 当社

② 子会社
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事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

内 装 建 材 事 業（名） 191 25

エクステリア事業（名） 186 △３

住 環 境 関 連 事 業（名） 73 ２

全 社 （ 共 通 ）（名） 21 －

合 計（名） 471 24

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

285名 27名増 41.7歳 14.0年

(7) 使用人の状況（2024年12月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況

(注)「全社（共通）」として記載されている使用人数は、管理部門に所属しているものであります。

② 当社の使用人の状況

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 673百万円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 249百万円

株 式 会 社 京 都 銀 行 130百万円

株 式 会 社 名 古 屋 銀 行 116百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 100百万円

(8) 主要な借入先（2024年12月31日現在）
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(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

当社は、2024年４月２日の取締役会において、株式会社外装の株

式の一部を取得し、業務提携を行うことを目的とした資本業務提携

契約（以下、本資本業務提携契約という。）を同社及び同社株主、

当社の連結子会社である株式会社アイシンとの間で締結することを

決議いたしました。

当社は、本資本業務提携契約に基づき2024年４月12日付で、株式

会社外装の普通株式10株（同社の発行済株式数の10.00％）を取得い

たしました。

当社は、株式会社外装の株式の一部を取得することにより、当社

グループとエクステリア事業において相互発展に向けた協業を図り

ます。
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① 発行可能株式総数 4,680,000株

② 発行済株式の総数 3,480,660株 (自己株式188,958株を含む）

③ 株主数 1,127名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

白 百 合 商 事 株 式 会 社 548,596株 16.66％

斎 藤 　 悟 352,434 10.70

ハ ツ ホ 共 栄 会 216,760 6.58

斎 藤 陽 介 176,112 5.35

初 穂 従 業 員 持 株 会 123,436 3.74

斎 藤 　 豊 123,370 3.74

関 包 ス チ ー ル 株 式 会 社 120,000 3.64

株 式 会 社 桐 井 製 作 所 104,800 3.18

斎 藤 信 子 97,420 2.95

角 田 寿 美 恵 51,000 1.54

２．会社の株式に関する事項

(1) 株式の状況（2024年12月31日現在）

④ 大株主（上位10名）

(注)１. 当社は、自己株式を188,958株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

２. ハツホ共栄会は、当社の取引先を対象とする持株会であります。

⑤ 当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に交付した株式の状況

当社は、2023年３月28日開催の第65回定時株主総会決議に基づき、譲
渡制限付株式報酬制度を導入しております。これを受け、2024年４月25
日開催の取締役会において譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を
決議し、同年５月24日付で取締役（監査等委員であるもの及び社外取締
役を除く。）５名に対して自己株式3,811株の処分を行っております。

なお、当社は2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株
式分割を行っておりますが、上記の株式数は当該株式分割前である2024
年５月24日時点の数値を記載しております。

株式報酬等の内容につきましては、「３．会社役員に関する事項　
(4) 取締役の報酬等」に記載しております。
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⑥ その他株式に関する重要な事項

当社は、2024年５月30日開催の取締役会決議により、2024年７月１日
付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

これにより、発行可能株式総数は2,340,000株増加し4,680,000株、発
行済株式の総数は1,740,330株増加し3,480,660株（自己株式を含む）と
なっております。

(2) 会社の新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 斎 藤 　 悟 株式会社アイシン取締役（非常勤）

取 締 役 副 社 長 志 岐 義 幸
営 業 本 部 長 兼 西 日 本 地 区 統 括 兼
株式会社アイシン取締役（非常勤）

取 締 役 月 東 達 也 住環境関連事業統括兼小牧営業所長

取 締 役 渋 川 信 幸 東日本地区統括

取 締 役 成 田 哲 人 経営管理室長

取 締 役 磯 部 隆 英
未来工業株式会社社外取締役（監査等委員）
公認会計士

取締役（監査等委員・常勤） 斎 藤 　 豊

取締役（監査等委員） 森 　 美 穂
株 式 会 社 名 古 屋 銀 行 社 外 取 締 役
（監査等委員）
弁護士（森法律事務所代表）

取締役（監査等委員） 大 橋 伸 子
公認会計士
（大橋伸子公認会計士事務所代表）

氏 名 異 動 前 異 動 後 異 動 年 月 日

志 岐 義 幸

専 務 取 締 役

営 業 本 部 長 兼

西 日 本 地 区 統 括 兼

株 式 会 社 ア イ シ ン

取 締 役 （ 非 常 勤 ）

取 締 役 副 社 長

営 業 本 部 長 兼

西 日 本 地 区 統 括 兼

株 式 会 社 ア イ シ ン

取 締 役 （ 非 常 勤 ）

2024年３月28日

森 　 美 穂

－
株 式 会 社 名 古 屋 銀 行

社外取締役（監査等委員）
2024年６月21日

株式会社プロトコーポレーション

社外取締役
－ 2024年６月27日

３．会社役員に関する事項

(1) 取締役の氏名等（2024年12月31日現在）

(注)１. 取締役磯部隆英氏並びに取締役（監査等委員）森美穂氏及び大橋伸子氏は、社外取締役であ
ります。

２. 取締役磯部隆英氏及び取締役（監査等委員）大橋伸子氏は、公認会計士であり、財務及び会
計に関する相当程度の知見を有しております。

３. 情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて、監査の実効性を高め、監
査・監督機能を強化するために、斎藤豊氏を常勤の監査等委員として選定しております。

４. 2024年３月28日開催の第66回定時株主総会終結の時をもって、取締役大橋伸子氏及び取締役
（監査等委員）磯部隆英氏は任期満了により退任いたしました。なお、同株主総会の終結の
時をもって退任した後、磯部隆英氏は新たに取締役に、大橋伸子氏は新たに取締役（監査等
委員）に就任しております。

５. 当事業年度中における取締役の地位、担当及び重要な兼職の異動は次のとおりです。

６. 当社は、取締役磯部隆英氏並びに取締役（監査等委員）森美穂氏及び大橋伸子氏を東京証券
取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
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(2) 責任限定契約の内容の概要

当社は、社外取締役全員と会社法第427条第１項の規定に基づき、
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しておりま
す。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項
に定める最低責任限度額としております。

(3) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要等

当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険
契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約の被保険
者は、当社の取締役及び子会社の取締役、監査役の地位にあるもの
であり、保険料は当社及び子会社が全額負担しており、被保険者の
負担はありません。当該保険により被保険者が負担することとなる
法律上の損害賠償金及び訴訟費用等の損害を補填することとしてお
ります。

(4) 取締役の報酬等

① 役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、2024年３月28日開催の取締役会において、以下のとお
り、取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の
内容に係る決定方針を決議しております。当該取締役会の決議に際
しては、あらかじめ決議する内容について指名報酬委員会へ諮問
し、答申を受けております。

また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等に
ついて、報酬等の内容の決定方法及び決定された報酬等の内容が取
締役会で決議された決定方針と整合していることを確認しており、
当該決定方針に沿うものであると判断しております。

取締役（監査等委員であるものを除く。）の個人別の報酬等の内
容に係る決定方針の内容の概要は次のとおりです。
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イ．基本方針

当社の取締役（監査等委員であるもの及び社外取締役を除く。）
の報酬については、役付取締役の報酬は、基本報酬としての金銭報
酬である固定報酬と企業価値の持続的な向上を図るインセンティブ
として機能する業績連動報酬、平取締役の報酬は、基本報酬として
の金銭報酬である固定報酬で構成し、個々の取締役の報酬の決定に
際しては役割と責務に相応しい水準となるよう、在任期間及び貢献
等を総合的に勘案して決定することを基本方針としております。

また、取締役（監査等委員であるもの及び社外取締役を除く。）
に対して、株主との一層の価値共有を進め、当社の企業価値向上へ
の貢献意欲を従来以上に高めることを目的として、非金銭報酬であ
る譲渡制限付株式報酬を支給するものとしております。

監督機能を担う社外取締役の報酬は、基本報酬としての金銭報酬
である固定報酬のみで構成するものとしております。

ロ．基本報酬に関する方針

取締役（監査等委員であるもの及び社外取締役を除く。）の基本
報酬としての金銭報酬である固定報酬は、役割と責務に相応しい水
準となるよう、在任期間及び貢献等を総合的に勘案して決定するも
のとしております。

社外取締役の固定報酬は、役割及び専門知識・経験等を総合的に
勘案して決定しております。

ハ．業績連動報酬等に関する方針

業績連動報酬については、会社の業績と株主重視の経営意識をよ
り一層高めるとともに、中長期的な企業価値向上を促すインセンテ
ィブが働く仕組みとすることを目的として、役付取締役は、直前３
期間の連結平均経常利益額を指標としており、「役員報酬算定基
準」に定める基準に基づき業績連動報酬額を決定しております。

なお、当連結会計年度における業績連動報酬額の決定において参
考とされた実績値は直前３期間の連結平均経常利益額1,314,900千円
であります。当社は、業績連動報酬の支給に当たっては、具体的な
目標値は設定しておりませんが、直前３期間の連結平均経常利益額
に基づいて評価しております。
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ニ．非金銭報酬等に関する方針

非金銭報酬は、譲渡制限付株式報酬とし、取締役（監査等委員で
あるもの及び社外取締役を除く。）に対して、業績状況や各取締役
の職責及び業績貢献度等を勘案のうえ算定し、付与いたします。

譲渡制限付株式報酬は、当社から支給された金銭債権の全部を現
物出資財産として払込み、当社の普通株式について発行又は処分を
受けるものといたします。金銭債権の総額は、2023年３月28日開催
の第65回定時株主総会において承認された、年額30,000千円以内
（ただし、使用人兼務取締役の使用人分給与は含みません。）、当
社が新たに発行又は処分する普通株式の総数は、年16,000株以内と
いたします。

なお、当社の普通株式（以下「本株式」という。）の発行又は処
分に当たっては、当社と取締役（監査等委員であるもの及び社外取
締役を除く。）との間において、①一定期間（以下「譲渡制限期
間」という。）、本株式に係る第三者への譲渡、担保権の設定その
他一切の処分を禁止すること、②一定の事由が生じた場合には当社
が本株式を無償取得することなどをその内容に含む譲渡制限付株式
割当契約が締結されることを条件といたします。また、譲渡制限付
株式の割当は、毎年１回、定時株主総会から１か月以内に開催され
る当該交付のための株式の発行又は自己株式の処分を決定する取締
役会の決議に基づき行うものといたします。

ホ．報酬等の割合に関する方針

取締役（監査等委員であるもの及び社外取締役を除く。）のうち
役付取締役の業績連動報酬及び取締役（監査等委員であるもの及び
社外取締役を除く。）の非金銭報酬である譲渡制限付株式報酬につ
いては、取締役の役職および業績等を勘案して適切な支給割合とし
ております。

役付取締役は固定報酬、業績連動報酬、非金銭報酬（譲渡制限付
株式報酬）の支給割合は概ね60：30：10としております。

平取締役は固定報酬、非金銭報酬（譲渡制限付株式報酬）の支給
割合は概ね90：10としております。
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ヘ．報酬等の付与時期や条件に関する方針

報酬等の付与時期は、基本報酬は月例の固定報酬とし、業績連動
報酬については、その額を十二等分し、基本報酬と同時に月例の報
酬として支払われるものとしております。また、非金銭報酬（譲渡
制限付株式報酬）の割当は、毎年１回、定時株主総会から１ヶ月以
内に開催される当該交付のための株式の発行又は自己株式の処分を
決定する取締役会の決議に基づき行うものとしております。

ト．報酬等の決定の委任に関する事項

当社の取締役（監査等委員であるものを除く。）の報酬等の額又
はその算定方法の決定に関する方針の決定権限を有する者は、取締
役会決議により委任を受けた代表取締役社長であります。

代表取締役社長は、内規に基づき具体的な報酬額の原案を策定の
上、指名報酬委員会に諮問し、同委員会から取締役会に対する答申
結果を踏まえて、株主総会で決議された報酬枠の範囲内において決
定しております。

チ．上記のほか報酬等の決定に関する事項

該当事項はありません。
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区 分

報 酬 等 の

総 額

(千円)

報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額 ( 千 円 ) 対象となる

役 員 の

員 数

(名)
基本報酬

業 績 連 動

報 酬 等

譲渡制限付

株 式 報 酬

取締役（監査等委員

を除く）

（うち社外取締役）

118,074

(3,090)

75,266

(3,090)

27,811

(－)

14,996

(－)

７

(２)

取締役（監査等委員）

（うち社外取締役）

22,764

(6,720)

22,764

(6,720)

－

(－)

－

(－)

４

(３)

合 計

（うち社外役員）

140,839

(9,810)

98,031

(9,810)

27,811

(－)

14,996

(－)

11

(５)

② 当事業年度に係る報酬等の総額

(注)１．2024年３月28日開催の第66回定時株主総会終結の時をもって、磯部隆英氏は監査等委員であ
る社外取締役を退任した後、新たに社外取締役に就任し、大橋伸子氏は社外取締役を退任し
た後、新たに監査等委員である社外取締役に就任したため、支給額及び員数については、社
外取締役の在任期間分は取締役（監査等委員を除く）（うち社外取締役）に、監査等委員で
ある社外取締役の在任期間分は取締役（監査等委員）（うち社外取締役）に含めて記載して
おります。

２．譲渡制限付株式報酬につきましては、当事業年度における費用計上額を記載しております。
３．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
４．業績連動報酬等に関する事項については、「①役員報酬等の内容の決定に関する方針等　

ハ.業績連動報酬等に関する方針」をご参照ください。
５．取締役（監査等委員であるものを除く。以下「取締役」という。）の報酬限度額は、2022年

３月29日開催の第64回定時株主総会決議において年額200,000千円以内（うち社外取締役は
年額20,000千円以内。但し、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。な
お、当該株主総会終結時点の取締役の員数は、６名（うち社外取締役１名）です。監査等委
員である取締役の報酬限度額は、2022年３月29日開催の第64回定時株主総会決議において年
額50,000千円以内と決議いただいております。なお、当該株主総会終結時点の監査等委員で
ある取締役の員数は、３名（うち社外取締役２名）です。2023年３月28日開催の第65回定時
株主総会決議において、取締役（監査等委員であるもの及び社外取締役を除く。）に対して
譲渡制限付株式の付与のために支給する金銭債権の総額は、2022年３月29日開催の第64回定
時株主総会決議において決議された、年額200,000千円以内（但し、使用人給与は含まな
い。）の報酬枠の内枠で、年額30,000千円以内、当該制度に基づき発行又は処分される当社
の普通株式の総数は年16,000株以内と決議されております。当該株主総会終結時点の対象取
締役の員数は、５名であります。

６．取締役会は、代表取締役社長斎藤悟氏に対し各取締役の基本報酬の額の決定を委任しており
ます。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担当部門について評価を
行うには代表取締役社長が適していると判断したためであります。なお、委任された内容の
決定にあたっては、代表取締役社長が草案を起案した後、指名報酬委員会に諮問し、同委員
会から取締役会に対する答申結果を踏まえて、株主総会で決議された報酬枠の範囲内におい
て決定しております。
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(5) 社外役員に関する事項

① 他の法人等の業務執行取締役等の兼任状況及び当社と当該他の法
人等との関係

取締役（監査等委員）森美穂氏は、森法律事務所の代表でありま
す。当社は、森法律事務所とは特別な関係はありません。

取締役（監査等委員）大橋伸子氏は、大橋伸子公認会計士事務所の
代表であります。当社は、大橋伸子公認会計士事務所とは特別な関係
はありません。

② 他の法人等の社外役員の兼任状況及び当社と当該他の法人等との
関係

取締役磯部隆英氏は、未来工業株式会社の社外取締役（監査等委員）
であります。当社は、未来工業株式会社とは特別な関係はありません。

取締役（監査等委員）森美穂氏は、株式会社名古屋銀行の社外取締役
（監査等委員）であります。当社は、株式会社名古屋銀行と預金や借入
に関連する取引がありますが、取引規模やその性質に照らして、一般株
主と利益相反が生じるおそれがないと判断しております。なお、同氏
は、2024年６月27日に株式会社プロトコーポレーションの社外取締役を
退任しておりますが、当社は、同社とは特別な利害関係はありません。
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出席状況、発言状況及び社外取締役に期待される

役割に関して行った職務の概要

取締役

磯部隆英

当事業年度に開催された取締役会13回及び、2024年３月28
日に取締役（監査等委員）を退任するまでに開催された監
査等委員会１回のすべてに出席しました。出席した取締役
会においては、会計の専門家としての幅広い見地から助
言・提言を行っており、特に経営計画の策定等について専
門的な立場から監督、提案等を行うなど、取締役会におい
て、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するため
の適切な役割を果たしております。

取締役

（監査等委員）

森美穂

当事業年度に開催された取締役会13回、監査等委員会８回
のすべてに出席しました。出席した取締役会においては、
主に弁護士としての専門的見地から助言・提言を行ってお
り、議案の審議等について専門的な立場から監督、提案等
を行うなど、取締役会において、取締役会の意思決定の妥
当性・適正性を確保するための助言・提言を行っておりま
す。また、監査等委員会においては、弁護士としての専門
的見地から適宜、必要な発言を行っております。

取締役

（監査等委員）

大橋伸子

当事業年度に開催された取締役会13回及び、2024年３月28
日の取締役（監査等委員）就任以降に開催された監査等委
員会７回のすべてに出席しました。会計の専門家としての
幅広い見地から、議案の審議等について専門的な立場から
監督、提案等を行うなど、取締役会において、取締役会の
意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を
行っております。また、監査等委員会においては、公認会
計士としての専門的見地から適宜、必要な発言を行ってお
ります。

③ 当事業年度における主な活動状況

（注）上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第28条の規定

に基づき、取締役会決議があったものとみなす書面決議が３回ありました。
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支　払　額

① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 34,000千円

② 当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭そ
の他の財産上の利益の合計額

34,000千円

４．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称　　　有限責任監査法人トーマツ

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

(注)１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ

く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業

年度に係る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの

算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬

等の額について同意の判断をいたしました。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある等、その

必要があると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解

任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。

また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に

定める項目に該当すると認められる場合は、監査等委員全員の同意

に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員会

が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会におき

まして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

(4) 責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。
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５．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

(1) 業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための

体制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容

の概要は以下のとおりであります。

① 当社の取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合するこ
とを確保するための体制

当社の役職員が、法令・定款及び社会規範を遵守した行動をとるため

の「コンプライアンス行動指針」を定めるとともに、推進組織として

「コンプライアンス委員会」を設置し、コンプライアンス体制の確立を

図っております。

当社は、業務執行全般について、各業務に関する管理規定を設け、こ

れを内部監査により補完してコンプライアンスの確保に努めておりま

す。また、経営諸活動の信頼性確保と透明性の高い経営を実現するた

め、社長直轄の内部監査室を設置し、年間計画により各営業所及び関係

会社の業務実施状況を監査し、異常の早期発見に取り組んでおります。

当社は、取締役の職務執行の監査等を担う監査等委員を取締役会の構

成員とすることにより、取締役会の監督機能を強化し、更なる監視体制

の強化を通じて、より一層のコーポレート・ガバナンスの充実を図るた

め、監査等委員会制度を採用しております。監査等委員会は、常勤監査

等委員１名と社外監査等委員２名の計３名で構成されております。な

お、社外監査等委員１名は法律専門家としております。各監査等委員は

監査等委員会で定めた監査方針、監査計画、監査業務の分担等に従い、

取締役会及び各重要会議への出席や業務執行状況、経営状態の調査等を

通じ、取締役の職務の執行の監査を行っております。
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② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体
制

取締役の職務の執行に係る情報については、法令及び定款の定めに基

づき文書等を保存管理するほか、文書管理規定に従い保管し、常時閲覧

できる体制を整えております。

③ 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

個々のリスクに応じた管理規定の見直しを図り、組織横断的なリスク

及び全社的リスクの対応は、経営管理室が行うほか、各部門の所管業務

に付随したリスク管理は当該部門がリスクの把握管理を行っておりま

す。また、内部監査室は必要に応じてリスク管理状況の監査を実施し、

その結果を取締役会、監査等委員会に報告する体制を構築しております。

④ 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するた
めの体制

取締役の職務の執行については、月１回開催される取締役会のほかに

月１回開催される経営会議により、迅速かつ的確な経営判断と機動的な

業務執行の監督を行っております。また、社外取締役以外の取締役、執

行役員及び営業本部、管理部門の幹部社員で構成される業務改善会議を

四半期に１回開催し、会社の現状、重要な情報の伝達、方針の徹底、リ

スクの未然防止の徹底などを行っております。

⑤ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保する
ための体制

当社は、当社の子会社に対し、「関係会社管理規定」その他の社内規

定を制定しており、当社子会社の業務の適正を確保する体制の強化に努

めております。また、子会社から定期的な業務執行に関する報告を受け

るとともに、経営上の重要事項に関する当社への報告及び協議を通じ子

会社等の適正な経営管理を行っております。さらに、当該各社に応じた

適切なコンプライアンス体制の整備とコンプライアンスの徹底を要請し

ております。
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⑥ 当社の監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関す
る事項

当社では、監査等委員会の職務を補助する使用人は置いておりま

せんが、監査等委員会の求めに応じ、選定監査等委員の職務を補助

する使用人を選任することとしております。その場合の同使用人の

任命、解任及び人事評価等については、監査等委員会の同意を得た

うえで決定し、取締役からの独立性を確保することとしておりま

す。

⑦ 前号の取締役及び使用人の他の取締役（監査等委員であるものを
除く。）からの独立性に関する事項並びに当該取締役及び使用人
に対する監査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項

当社は、監査等委員の中から１名を常勤監査等委員として選定

し、経営陣と常時意見交換ができる体制としており、監査等委員が

意見を述べるために十分な情報が入手できるような体制を整えてお

ります。

なお、監査等委員会監査にかかる補助業務等の遂行にあたって

は、取締役（監査等委員であるものを除く。）、執行役員及び使用

人はこれを妨げず、監査の実効性確保に協力しております。

⑧ 当社の監査等委員会への報告に関する体制

取締役及び使用人は会社の業務及び業績に重大な影響を与える事

項について、主に常勤監査等委員を通じて、監査等委員会に報告し

ております。子会社からの報告体制を担保するために、監査等委員

会及び内部監査室による子会社への監査を通じて、子会社の取締役

会や内部監査室と連携しております。子会社における内部通報窓口

の一つは当社の内部監査室としております。

また、監査等委員会は必要に応じいつでも取締役または使用人に

報告を求めることができる体制を整えております。
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⑨ 前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取
り扱いを受けないことを確保するための体制

当社は、内部通報に係る社内規定を制定し、社内の内部通報相談

窓口に加え、社内から独立した社外の内部通報窓口を設置しており

ます。

また、内部通報に関する社内規定に、通報者が不利な扱いを受け

ないことを規定し、監査等委員会に報告した者は、報告したことを

理由として不利益となる取り扱いを受けないこととしております。

⑩ 当社の監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関
するものに限る。）について生ずる費用または債務の処理に係る
方針に関する事項

監査等委員会がその職務の執行について、会社法に基づく費用の

支払い等を請求したときは、当該請求が監査等委員会の職務の執行

に必要ではないと認められた場合を除き、当社は速やかに当該費用

または債務の支払を行います。業務遂行上、コンサルタントや弁護

士等、第三者の助言を得た際に生じる費用負担についても、会社に

請求できることとしております。

⑪ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するた
めの体制

監査等委員会は常勤監査等委員１名及び社外監査等委員２名で構

成され、各監査等委員は取締役会及び監査等委員会に、常勤監査等

委員は取締役会のほか重要会議に出席し、取締役の職務の執行に対

して厳格な監査を行い、必要に応じて取締役にその説明を求め、意

見を述べる体制を整えております。
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(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

当社は、上記の決定内容に基づき、当事業年度の業務を遂行して

おります。当事業年度における運用状況の概要は以下のとおりであ

ります。

① 取締役の職務執行に関する取組み

当事業年度は、取締役会13回、経営会議12回、業務改善会議４回

を開催しております。また、経営会議には、社外取締役以外の取締

役及び執行役員が出席し、業務改善会議には、社外取締役以外の取

締役、執行役員及び営業本部、管理部門の幹部社員が出席し、適時

適切な報告を受ける事で、迅速かつ適正な意思決定を行っておりま

す。

② 監査等委員会に関する運用状況

監査等委員会は当事業年度において８回開催しております。取締

役会には全監査等委員が出席し、経営会議や業務改善会議には常勤

監査等委員が出席しております。また、必要に応じて代表取締役と

の面談や内部監査室からの報告、会計監査人との定期的なミーティ

ングを重ねる事で、密接に連携を図り、取締役の職務執行に係る監

督機能を果たしております。

③ 内部監査の状況

内部監査室が作成した内部監査計画に基づき、業務遂行状況やコ

ンプライアンスの状況、リスク管理状況等について監査を実施して

おり、監査報告会において定期的に役員等へ報告を行っておりま

す。
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④ 財務報告の信頼性の確保

内部監査室において決算財務報告プロセスの運用状況をモニタリ

ングしており、必要に応じて改善措置を講じております。

(注)本事業報告に記載しております金額は、表示単位未満の端数を切り

捨てて表示しております。

６．剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主に対する利益還元を、経営の最重要政策のひとつとし

て位置づけ、連結自己資本比率に応じて配当性向を段階的に引き上げ

ていく方針であり、中長期的な視点から経営基盤の確立及び事業展開

に備えるための内部留保を勘案しながら、業績に応じた利益還元を安

定的かつ継続的に行って参ります。

当期の期末配当につきましては、１株当たり68円といたしたいと存

じます。
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（2024年12月31日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

商 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

顧 客 関 連 資 産

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

保 険 積 立 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

15,501,938

6,160,366

1,391,000

1,883,633

4,720,750

1,238,730

109,632

△2,174

6,370,225

4,606,368

1,001,151

65,281

3,509,627

3,892

26,415

294,567

269,725

24,841

1,469,290

180,599

35,940

541,924

756,927

△46,101
　

流 動 負 債 10,292,589

支払手形及び買掛金 6,547,679

電 子 記 録 債 務 1,976,295

短 期 借 入 金 320,000

１年内返済予定の長期借入金 411,636

未 払 法 人 税 等 271,732

賞 与 引 当 金 136,440

そ の 他 628,806

固 定 負 債 986,864

長 期 借 入 金 537,574

繰 延 税 金 負 債 94,282

役員退職慰労引当金 26,665

資 産 除 去 債 務 26,986

そ の 他 301,355

負 債 合 計 11,279,453

純 資 産 の 部

株 主 資 本 9,433,864

資 本 金 885,134

資 本 剰 余 金 1,334,675

利 益 剰 余 金 7,327,492

自 己 株 式 △113,438

その他の包括利益累計額 26,697

その他有価証券評価差額金 26,697

非 支 配 株 主 持 分 1,132,149

純 資 産 合 計 10,592,711

資 産 合 計 21,872,164 負 債 純 資 産 合 計 21,872,164

連 結 貸 借 対 照 表
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（ 2024年１月１日から
2024年12月31日まで ）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 34,827,884

売 上 原 価 28,625,878

売 上 総 利 益 6,202,006

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,913,020

営 業 利 益 1,288,985

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 8,797

仕 入 割 引 139,031

受 取 賃 貸 料 10,756

保 険 解 約 益 38,367

そ の 他 24,634 221,586

営 業 外 費 用

支 払 利 息 4,736

賃 貸 費 用 1,356

固 定 資 産 除 却 損 2,063

そ の 他 1,152 9,308

経 常 利 益 1,501,263

特 別 利 益

受 取 補 償 金 76,576 76,576

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,577,840

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 513,820

法 人 税 等 調 整 額 △27,718 486,101

当 期 純 利 益 1,091,738

非支配株主に帰属する当期純利益 117,602

親会社株主に帰属する当期純利益 974,136

連 結 損 益 計 算 書
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（ 2024年１月１日から
2024年12月31日まで ）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 885,134 1,324,253 6,533,995 △117,461 8,625,922

当連結会計年度変動額

剰 余 金 の 配 当 △180,639 △180,639

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

974,136 974,136

自 己 株 式 の 取 得 △550 △550

自 己 株 式 の 処 分 10,422 4,574 14,996

株主資本以外の項目の当連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 )

当連結会計年度変動額合計 － 10,422 793,496 4,023 807,941

当連結会計年度末残高 885,134 1,334,675 7,327,492 △113,438 9,433,864

その他の包括利益
累 計 額 非 支 配 株 主

持 　 　 　 分
純 資 産 合 計

その他有価証券
評 価 差 額 金

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当連結会計年度期首残高 18,345 18,345 1,045,516 9,689,785

当連結会計年度変動額

剰 余 金 の 配 当 △180,639

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

974,136

自 己 株 式 の 取 得 △550

自 己 株 式 の 処 分 14,996

株主資本以外の項目の当連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 )

8,351 8,351 86,632 94,984

当連結会計年度変動額合計 8,351 8,351 86,632 902,925

当連結会計年度末残高 26,697 26,697 1,132,149 10,592,711

連結株主資本等変動計算書
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・連結子会社の数 ２社

・連結子会社の名称 株式会社アイシン

アイエスライン株式会社

市場価格のない株式等

以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

・商品 移動平均法による原価法（連結貸借対照表価額

は収益性の低下による簿価切り下げの方法によ

り算定）

・貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（連結貸借対照表

価額は収益性の低下による簿価切り下げの方法

により算定）

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

(2) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は９月30日であり、連結決算日と３ヶ月異なっておりま

す。連結計算書類の作成にあたっては、９月30日現在の計算書類を使用し、連結

決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っておりま

す。

(3) 会計方針に関する事項

重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

・その他有価証券

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法
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① 有形固定資産

（リース資産を除く）

定率法によっております。但し、1998年４月１

日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属

設備及び構築物については定額法によっており

ます。

主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建　物　　８～38年

・自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定

額法によっております。

・顧客関連資産 効果の及ぶ期間（10年）に基づく定額法によっ

ております。

・その他の無形固定資産 定額法によっております。

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債

権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘

案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込

額のうち当連結会計年度に負担すべき額を計上

しております。

③ 役員退職慰労引当金 一部の連結子会社において、役員の退職慰労金

の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給

額を計上しております。

(4) 固定資産の減価償却の方法

② 無形固定資産

（リース資産を除く）

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法によっております。

(5) 引当金の計上基準
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(6) 収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社では、主に内装建材及び建築金物・溶接金物・鉄線等の商

品販売及びそれに附帯する工事、エクステリア商品の販売・据付を行っておりま

す。これら商品を引き渡した時点で商品の支配が顧客に移転したと判断し、当該

商品と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。なお、「収

益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、

商品の販売において、出荷時から当該商品が顧客に引き渡される時までの期間が

通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

一部の商品の販売については、他の当事者により商品が提供されるように手配

することが履行義務であり、代理人として取引を行っていると判断しておりま

す。代理人に該当すると判断した取引については、他の当事者が提供する商品と

交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認

識しております。

工事については、顧客の検収が完了した時点に、履行義務が充足されると判断

していることから、当該時点において収益を認識しております。

また、据付を要する商品については据付が完了し顧客の検収が完了した時点

に、顧客が当該商品に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断してい

ることから、当該時点において収益を認識しております。

売上割引については、顧客との契約において約束された対価から売上割引の見

積り金額を控除する方法で測定しております。

なお、当社及び連結子会社の取引に関する支払条件は、通常、短期のうちに支

払期日が到来し、顧客との契約に重要な金融要素は含まれておりません。
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顧客関連資産 269,725千円

２．表示方法の変更に関する注記

（連結損益計算書）

前連結会計年度において「営業外収益」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「保険解約益」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より、区分掲記

しております。なお、前連結会計年度の「保険解約益」は1,255千円であります。

３．会計上の見積りに関する注記

顧客関連資産の評価

(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

顧客関連資産の価値は将来キャッシュ・フローを現在価値に割り引いて算出

しております。将来キャッシュ・フローは株式会社アイシンの株式を追加取得

し子会社化した際の事業計画をもとに、既存顧客から生み出すことが期待され

る将来収益に一定の顧客減少率等を考慮したものです。また、当社グループ

は、顧客関連資産に関してその効果の及ぶ期間を10年と見積り、均等償却して

おります。

② 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定

減損の判定で必要な将来キャッシュ・フローの見積りの算定に用いた主要な

仮定は、取締役会で承認された翌連結会計年度の事業計画及び将来の不確実性

を反映した既存顧客の減少率であります。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

主要な仮定は見積りの不確実性を伴うため、見積りの前提や仮定に重要な変

更が生じた場合には、翌連結会計年度の連結計算書類において、顧客関連資産

の減損損失が計上される可能性があります。
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建物及び構築物 6,569千円

土地 164,138千円

その他 9,000千円

計 179,707千円

有形固定資産 2,335,562千円

投資その他の資産 23,368千円

受取手形 132,131千円

電子記録債権 120,433千円

支払手形及び買掛金 732,953千円

４．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

上記の物件は、短期借入金100,000千円の担保に供しております。
なお、担保に供している資産のうち、建物及び構築物0千円、土地72,761千

円、その他9,000千円については、対応する債務はありません。

(2) 減価償却累計額

(3) 連結会計年度末日満期手形等の処理について

連結会計年度末日満期手形等の会計処理は、手形交換日等をもって決済処理し
ております。

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度
末日満期手形等が当連結会計年度末残高に含まれております。

(4) 顧客との契約から生じた契約負債の残高

契約負債については、流動負債の「その他」に計上しております。契約負債の
金額は、「８．収益認識に関する注記 (3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度
以降の収益の金額を理解するための情報 ①契約負債の残高等」に記載しており
ます。
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（単位：株）

株式の種類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 1,740,330 1,740,330 － 3,480,660

（単位：株）

株式の種類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 98,150 94,619 3,811 188,958

2024年３月28日開催第66回定時株主総会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 180,639千円
・１株当たり配当額 110円
・基準日 2023年12月31日
・効力発生日 2024年３月29日

・配当金の総額 223,835千円
・配当の原資 利益剰余金
・１株当たり配当額 68円
・基準日 2024年12月31日
・効力発生日 2025年３月28日

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。こ
れにより発行済株式の総数は1,740,330株増加し、3,480,660株となっております。

(2) 自己株式の数に関する事項

（注）１．自己株式の数の増加は、株式分割による増加94,460株、単元未満株式の買取りによる増加

159株によるものであります。

２．自己株式の数の減少は、譲渡制限付株式報酬としての処分による減少3,811株によるもの

であります。

(3) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌連結会計
年度になるもの
2025年３月27日開催予定の第67回定時株主総会において次のとおり付議いた

します。

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

(4) 当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項

該当事項はありません。
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６．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社グループは運転資金や設備資金など、事業活動に必要な資金を銀行借入

等により調達しております。また、一時的な余剰資金は流動性が高く安全性の

高い金融資産で運用しております。

② 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形、売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒

されております。投資有価証券は、業務上で関係を有する企業の株式等であ

り、市場価格の変動リスクに晒されております。営業債務である支払手形及び

買掛金、電子記録債務は、そのすべてが６ヵ月以内の支払期日であります。借

入金のうち、短期借入金は主に営業取引に必要な流動資金の調達（３ヵ月以

内）であり、長期借入金は、長期運転資金、設備投資及びＭ＆Ａに係る資金調

達（５年以内）であります。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

（イ）信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社グループは、営業債権について、取引先ごとに期日管理及び残高管理

を行うとともに、財政状況を注視しながら、回収懸念のある先には抵当権の

設定等により債権保全し、リスク軽減を図っております。

（ロ）市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社グループは、投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務

状況を把握することにより市場価格の変動リスクの軽減を図っております。

借入金の変動金利に対して、デリバティブ取引（金利スワップ）を利用する

等、必要に応じて固定化を図りリスクをヘッジする方針です。

（ハ）資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリス
ク）の管理

当社グループは、営業債務及び借入返済に対する資金調達は、決済資金予

定と設備計画を合わせた資金繰計画に基づいて管理しております。決済資金

については、手許資金を維持しながら、銀行からの充分な資金調達枠の確保

によって対処しております。
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連結貸借対
照表計上額

(千円)
時価(千円) 差額(千円)

(1) 投資有価証券 79,977 79,977 －

資産計 79,977 79,977 －

(1) 長期借入金（１年内返済を含む） 949,210 946,014 △3,195

負債計 949,210 946,014 △3,195

デリバティブ取引 － － －

区分 当連結会計年度（2024年12月31日）

非上場株式 100,622

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前

提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

2024年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につい

ては、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含まれ

ておりません。（(*1)参照）また、現金は注記を省略しており、預金、受取手

形、売掛金、電子記録債権、支払手形及び買掛金、電子記録債務、短期借入金は

短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を

省略しております。

(*1)以下の金融商品は、市場価格のない株式等であることから、「(1)投資有価証券」には含まれて

おりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

（単位：千円）

(*2)デリバティブ取引

該当事項はありません。

－ 39 －



区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

　　株式 79,977 － － 79,977

資産計 79,977 － － 79,977

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 946,014 － 946,014

負債計 － 946,014 － 946,014

(3) 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応

じて、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場

において形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負

債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１の

インプット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定

した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定し

た時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、そ

れらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位

が最も低いレベルに時価を分類しております。

①時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

②時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているた

め、その時価をレベル１の時価に分類しております。

長期借入金

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基

に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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報告セグメント
合計

内装建材事業
エクステリア

事業
住環境関連

事業

顧客との契約か
ら生じる収益

18,055,457 12,309,593 4,462,834 34,827,884

外部顧客への
売上高

18,055,457 12,309,593 4,462,834 34,827,884

当連結会計年度（千円）

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 8,582,512

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 7,995,385

契約負債（期首残高） 19,276

契約負債（期末残高） 33,381

７．賃貸等不動産に関する注記
賃貸等不動産の総額に重要性がないため、記載を省略しております。

８．収益認識に関する注記

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、「内装建材事業」、「エクステリア事業」及び「住環境関連
事業」の３つのセグメントに区分し、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業
績の評価をするために、定期的に検討を行う対象としております。

当該セグメント情報は、収益及びキャッシュ・フローの性質、金額、時期及び
不確実性に影響を及ぼす主要な要因に基づく区分に分解した情報と同様であるこ
とから、収益の分解情報は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、
「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 (6) 
収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

(3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

①契約負債の残高等

（注）契約負債は主に顧客からの前受金であり、収益の認識に伴い取り崩しされます。当連結会計年

度において認識した収益のうち、期首の契約負債残高に含まれていた額は19,276千円でありま

す。
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(1) １株当たり純資産額 2,874円06銭

(2) １株当たり当期純利益 296円19銭

期首残高 26,789千円

時の経過による調整額 196千円

期末残高 26,986千円

②残存履行義務に配分した取引価格

当連結会計年度において、未充足（または部分的に未充足）の履行義務に配

分した取引価格の金額及びそのうち将来認識されると見込まれる金額が１年を

超える重要な取引はありません。

９．１株当たり情報に関する注記

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり

当期純利益を算定しております。

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

11．その他の注記

（資産除去債務に関する注記）

資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

(1) 当該資産除去債務の概要

営業用土地の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。
なお、当連結会計年度末における資産除去債務のうち一部は、負債計上に代

えて、不動産賃貸借契約に関連する敷金の回収が最終的に見込めないと認めら
れる金額を合理的に見積り、当連結会計年度の負担に属する金額を費用計上す
る方法によっております。

(2) 当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を取得から20～31年と見積り、割引率は1.9～2.1％を使用して
資産除去債務の金額を計算しております。

(3) 当連結会計年度における当該資産除去債務の総額の増減
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（2024年12月31日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

商 品

貯 蔵 品

前 払 費 用

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

電 話 加 入 権

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

繰 延 税 金 資 産

投 資 不 動 産

差 入 保 証 金

保 険 積 立 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

10,837,439

3,697,668

1,184,975

1,670,424

3,130,018

1,073,581

16,147

38,748

11,544

16,484

△2,154

5,577,438

2,470,269

525,152

21,050

24,594

21,503

15,047

1,862,920

16,348

8,751

7,509

86

3,090,820

157,734

2,026,940

19,750

30,255

132,248

449,290

232,741

87,961

△46,101
　

流 動 負 債 7,639,146

支 払 手 形 2,958,630

電 子 記 録 債 務 934,563

買 掛 金 2,577,598

短 期 借 入 金 320,000

１年内返済予定の長期借入金 266,652

未 払 金 152,778

未 払 費 用 50,885

未 払 法 人 税 等 154,062

前 受 金 20,812

預 り 金 75,082

賞 与 引 当 金 56,300

そ の 他 71,781

固 定 負 債 527,496

長 期 借 入 金 200,033

資 産 除 去 債 務 26,986

そ の 他 300,477

負 債 合 計 8,166,643

純 資 産 の 部

株 主 資 本 8,218,999

資 本 金 885,134

資 本 剰 余 金 1,334,675

資 本 準 備 金 1,316,079

その他資本剰余金 18,595

利 益 剰 余 金 6,112,627

利 益 準 備 金 125,500

その他利益剰余金 5,987,127

別 途 積 立 金 2,153,500

繰越利益剰余金 3,833,627

自 己 株 式 △113,438

評価・換算差額等 29,234

その他有価証券評価差額金 29,234

純 資 産 合 計 8,248,234

資 産 合 計 16,414,877 負 債 純 資 産 合 計 16,414,877

貸　借　対　照　表
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（ 2024年１月１日から
2024年12月31日まで ）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 22,518,291

売 上 原 価 18,505,911

売 上 総 利 益 4,012,379

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,214,579

営 業 利 益 797,800

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 127,120

仕 入 割 引 95,680

受 取 賃 貸 料 10,756

そ の 他 16,828 250,386

営 業 外 費 用

支 払 利 息 3,638

賃 貸 費 用 1,356

固 定 資 産 除 却 損 2,063

そ の 他 1,016 8,074

経 常 利 益 1,040,112

税 引 前 当 期 純 利 益 1,040,112

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 278,321

法 人 税 等 調 整 額 17,159 295,480

当 期 純 利 益 744,631

損　益　計　算　書
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（ 2024年１月１日から
2024年12月31日まで ）

（単位：千円）

株主資本

資 本 金

資本剰余金 利益剰余金

自 己 株 式
株 主 資 本
合 計資 　 本

準 備 金

そ の 他
資 本
剰 余 金

資 　 本
剰 余 金
合 　 計

利 益
準 備 金

その他利益剰余金
利 　 益
剰 余 金
合 　 計

別 　 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 885,134 1,316,079 8,173 1,324,253 125,500 2,153,500 3,269,635 5,548,635 △117,461 7,640,561

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △180,639 △180,639 △180,639

当期純利益 744,631 744,631 744,631

自己株式の取得 △550 △550

自己株式の処分 10,422 10,422 4,574 14,996

株主資本以外の項
目の事業年度中の
変動額（純額）

事業年度中の変動額
合計

－ － 10,422 10,422 － － 563,992 563,992 4,023 578,437

当 期 末 残 高 885,134 1,316,079 18,595 1,334,675 125,500 2,153,500 3,833,627 6,112,627 △113,438 8,218,999

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

評価・換算差額等
合 計

当 期 首 残 高 20,109 20,109 7,660,671

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △180,639

当期 純利益 744,631

自己株式の取得 △550

自己株式の処分 14,996

株主資本以外の項
目の事業年度中の
変動額（純額）

9,125 9,125 9,125

事業年度中の変動額
合計

9,125 9,125 587,562

当 期 末 残 高 29,234 29,234 8,248,234

株主資本等変動計算書
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・関係会社株式 移動平均法による原価法

市場価格のない株式等

以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

・商品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収

益性の低下による簿価切り下げの方法により算

定）

・貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額

は収益性の低下による簿価切り下げの方法によ

り算定）

① 有形固定資産

（リース資産を除く）

定率法によっております。但し、1998年４月１

日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属

設備及び構築物については定額法によっており

ます。

主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建　物　　８～38年

・自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定

額法によっております。

・その他の無形固定資産 定額法によっております。

１.重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

・その他有価証券

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2) 固定資産の減価償却の方法

② 無形固定資産

（リース資産を除く）
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① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債

権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘

案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込

額のうち当事業年度に負担すべき額を計上して

おります。

(3) 引当金の計上基準

(4) 収益及び費用の計上基準

当社では、主に内装建材及び建築金物・溶接金物・鉄線等の商品販売及びそれ

に附帯する工事を行っております。これら商品を引き渡した時点で商品の支配が

顧客に移転したと判断し、当該商品と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を

認識しております。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定

める代替的な取扱いを適用し、商品の販売において、出荷時から当該商品が顧客

に引き渡される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識

しております。

一部の商品の販売については、他の当事者により商品が提供されるように手配

することが履行義務であり、代理人として取引を行っていると判断しておりま

す。代理人に該当すると判断した取引については、他の当事者が提供する商品と

交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認

識しております。

また、工事については、顧客の検収が完了した時点に、履行義務が充足される

と判断していることから、当該時点において収益を認識しております。

売上割引については、顧客との契約において約束された対価から売上割引の見

積り金額を控除する方法で測定しております。

なお、当社の取引に関する支払条件は、通常、短期のうちに支払期日が到来

し、顧客との契約に重要な金融要素は含まれておりません。
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建物 6,569千円

土地 164,138千円

その他 9,000千円

計 179,707千円

有形固定資産 1,876,623千円

投資その他の資産 23,368千円

短期金銭債務 18,115千円

長期未払金 154,022千円

受取手形 132,131千円

電子記録債権 120,433千円

支払手形 732,953千円

２．表示方法の変更に関する注記

（損益計算書）

前事業年度において「営業外費用」の「その他」に含めて表示しておりました

「固定資産除却損」は金額的重要性が増したため、当事業年度より区分掲記してお

ります。なお、前事業年度の「固定資産除却損」は199千円であります。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

上記の物件は、短期借入金100,000千円の担保に供しております。

なお、担保に供している資産のうち、建物0千円、土地72,761千円、その他

（投資不動産）9,000千円については、対応する債務はありません。

(2) 減価償却累計額

(3) 関係会社に対する金銭債務

(4) 取締役に対する金銭債務

(5) 期末日満期手形等の処理について

期末日満期手形等の会計処理は、手形交換日等をもって決済処理しておりま

す。

なお、当事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形等

が期末残高に含まれております。
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契約負債 19,947千円

① 売上高

② 仕入高

174千円

162,931千円

③ 販売費及び一般管理費 13,200千円

④ 営業取引以外の取引高 119,570千円

（単位：株）

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 98,150 94,619 3,811 188,958

(6) 顧客との契約から生じた契約負債の残高

上記、契約負債は、貸借対照表のうち「前受金」に含まれております。

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

５．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数に関する事項

（注）１．自己株式の数の増加は、株式分割による増加94,460株、単元未満株式の買取りによる増加

159株によるものであります。

２．自己株式の数の減少は、譲渡制限付株式報酬としての処分による減少3,811株によるもの

であります。
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繰延税金資産

貸倒引当金 14,761千円

賞与引当金 17,222千円

未払事業税 10,450千円

資産除去債務 10,439千円

長期未払金 47,745千円

商品評価損 7,842千円

減損損失 30,146千円

その他 17,827千円

小計 156,435千円

評価性引当額 △113,260千円

繰延税金資産　合計 43,175千円

繰延税金負債

資産除去債務に対応する除去費用 △36千円

その他有価証券評価差額金 △12,884千円

繰延税金負債　合計 △12,920千円

繰延税金資産の純額 30,255千円

種類
会社等の
名称又は
氏　　名

住所
資本金又
は出資金
（千円）

事業の内容
又 は 職 業

議 決 権 等 の
所有(被所有)
割 合 （ ％ ）

関連当事者
と の 関 係

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

役員及びその
近親者が議決
権の過半数を
所有している
会社

㈲ユーエス
広 島 県
福 山 市

3,000 不動産賃貸業
（被所有）
直接 0.6

事務所・倉庫賃借
役員の兼任

賃借料の支払
(注)

11,400
前払費用

(注)
1,045

白百合商事㈱
名古屋市
千 種 区

10,000 不動産賃貸業
（被所有）
直接16.7

事務所・倉庫賃借
役員の兼任

賃借料の支払
(注)

11,989 ― －

６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因

７．関連当事者との取引に関する注記

関連当事者との取引

役員及び個人主要株主等

(注)取引条件及び取引条件の決定方針等

事務所・倉庫の賃借については、近隣の取引実勢に基づいて金額を決定しております。
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(1) １株当たり純資産額 2,505円77銭

(2) １株当たり当期純利益 226円41銭

８．収益認識に関する注記

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、

「１.重要な会計方針に係る事項に関する注記 (4) 収益及び費用の計上基準」に

記載のとおりであります。

９．１株当たり情報に関する注記

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当
事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期
純利益を算定しております。

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

11．その他の注記

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 坂 部 彰 彦

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 石 原 由 寛

2025年2月25日

初穂商事株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ
　　　　　　名古屋事務所

　

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、初穂商事株式会社の2024年1月1日から2024年

12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株
主資本等変動計算書、連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記について
監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、初穂商事株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の
財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独
立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を
作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備
及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監
査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆
候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算

書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結
計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが
含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か
ら連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能
性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込
まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク
に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監
査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入
手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関し
て重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監
査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可
能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及
び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価
する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分か
つ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関
して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の
事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去す
るための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。
以   上
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独立監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 坂 部 彰 彦

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 石 原 由 寛

2025年2月25日

初穂商事株式会社

　取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ
　　　　　　名古屋事務所

　

監査意見

当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、初穂商事株式会社の2024年1月1日から

2024年12月31日までの第67期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等

変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記並びにその附属明細書（以下「計算書類等」とい

う。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表

示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十

分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を

作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備

及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査

法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい

て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があ

るかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候

があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に

は、その事実を報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類

等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま
れる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬によ

る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から
計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性が
あり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク
に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意
見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に
基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の
事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去す
るための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以　上
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監　査　報　告　書

当監査等委員会は、2024年１月１日から2024年12月31日までの第67期事業年度の取締役の職務
の執行を監査いたしました。その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決

議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求
め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。
①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の

上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受
け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において
業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監
査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けまし
た。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証す
るとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体
制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計
審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。なお、
監査上の主要な検討事項については、有限責任監査法人トーマツと協議を行うとともに、そ
の監査の実施状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書及び株主資本等変動計算書）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結
貸借対照表、連結損益計算書及び連結株主資本等変動計算書）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1)　事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも
のと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認
められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部
統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき
事項は認められません。

(2)　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3)　連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

監査等委員会の監査報告
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2025年２月27日
初 穂 商 事 株 式 会 社 　 監 査 等 委 員 会

監査等委員
（ 常 勤 ） 斎 藤 　 豊 ㊞

監査等委員 森 　 美 穂 ㊞
監査等委員 大 橋 伸 子 ㊞

（注）　監査等委員森美穂及び大橋伸子は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社
外取締役であります。

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件

当社は、連結自己資本比率に応じて配当性向を段階的に引き上げてい

く方針であり、中長期的な視点から経営基盤の確立及び事業展開に備え

るための内部留保を勘案しながら、業績に応じた利益還元を安定的かつ

継続的に行い、株主の皆様のご期待にお応えしていきたいと考えており

ます。

当期の期末配当につきましては、下記のとおりといたしたいと存じま

す。

(1) 配当財産の種類

金銭といたします。

(2) 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金68円といたしたいと存じます。

なお、この場合の配当総額は223,835,736円となります。

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

2025年３月28日といたしたいと存じます。
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候補者
番　号

ふ り が な
氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当社
の 株 式 数

1

［ 再 任 ］
さい

斎
 

　
とう

藤
 

　
 

　
 

　
さとる

悟
(1953年 5月 7日生)

1980年 9月 当社入社
1986年 9月 当社取締役静岡営業所長
1988年 3月 当社常務取締役静岡営業所長
1988年 4月 当社常務取締役名港営業所長
1993年10月 当社常務取締役管理本部長
2001年 3月 当社代表取締役社長（現任）
2019年12月 株式会社アイシン代表取締役会長
2020年12月 株式会社アイシン取締役（非常勤）

（現任）

352,434株

（重要な兼職の状況）
株式会社アイシン取締役（非常勤）

（取締役候補者とした理由）
当社の代表取締役社長として長年にわたり経営を牽引し、経営の重要事項の決定及び

業務執行に対する監督など取締役としての適切な役割を果たしていることから、引き続
き取締役候補者といたしました。

第２号議案　取締役（監査等委員であるものを除く。）６名選任の件

取締役（監査等委員であるものを除く。以下、本議案において同

じ。）全員（６名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。

つきましては、社外取締役１名を含む取締役６名の選任をお願いするも

のであります。

なお、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、取締役会の監

督と執行のあり方、取締役候補者の選任基準等を確認し、検討を行いま

した。その結果、各候補者の当事業年度における業務執行状況及び業績

等を勘案し、全ての候補者について適任であると判断しております。

取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者
番　号

ふ り が な
氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当社
の 株 式 数

2

［ 再 任 ］
し

志
 

　
き

岐
 

　
よし

義
 

　
ゆき

幸
(1959年 2月 6日生)

1982年 3月 当社入社
1992年 8月 当社福山営業所長
2001年 3月 当社執行役員西日本地区統括兼

福山営業所長
2005年 3月 当社取締役西日本地区統括兼

福山営業所長
2007年 3月 当社取締役営業本部長兼

西日本地区統括兼福山営業所長
2011年 3月 当社常務取締役営業本部長兼

西日本地区統括兼福山営業所長
2017年 6月 株式会社アイシン監査役（非常勤）
2019年12月 株式会社アイシン取締役（非常勤）

（現任）
2020年 3月 当社専務取締役営業本部長兼

西日本地区統括
2024年 3月 当社取締役副社長営業本部長兼

西日本地区統括（現任）

24,124株

（重要な兼職の状況）
株式会社アイシン取締役（非常勤）

（取締役候補者とした理由）
当社の取締役副社長として経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督など取締

役としての適切な役割を果たしており、また、営業本部長として当社の営業事項全般に
精通していることから、引き続き取締役候補者といたしました。

3

［ 再 任 ］
がっ

月
 

　
とう

東
 

　
たつ

達
 

　
や

也
(1963年 9月17日生)

1984年 9月 当社入社
1993年 7月 当社豊橋営業所長
2008年 4月 当社小牧営業所長
2011年 3月 当社執行役員熱田営業所及び

北営業所統括兼小牧営業所長
2017年 3月 当社取締役中部地区鉄鋼二次製品統括兼

小牧営業所長
2023年 4月 当社取締役住環境関連事業統括兼

小牧営業所長（現任）

5,680株

（取締役候補者とした理由）
当社の取締役として経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督など取締役とし

ての適切な役割を果たしており、また、住環境関連事業を中心に複数の営業所長を歴任
し、現在では住環境関連事業統括兼小牧営業所長として職務を適切に遂行していること
から、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号

ふ り が な
氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当社
の 株 式 数

4

［ 再 任 ］
しぶ

渋
 

　
かわ

川
 

　
のぶ

信
 

　
ゆき

幸
(1967年 6月13日生)

2009年 4月 当社入社
2010年 5月 当社北関東営業所長
2017年 4月 当社執行役員東日本地区担当兼

北関東営業所長
2017年 6月 当社執行役員東日本地区統括兼

北関東営業所長
2020年 7月 当社執行役員東日本地区統括
2021年 3月 当社取締役東日本地区統括
2021年 4月 当社取締役東日本地区統括兼

千葉営業所長
2023年 7月 当社取締役東日本地区統括（現任）

3,262株

（取締役候補者とした理由）
当社の取締役として経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督など取締役とし

ての適切な役割を果たしており、建材メーカーでの勤務経験で培った幅広い見識を有
し、現在では東日本地区統括として職務を適切に遂行していることから、引き続き取締
役候補者といたしました。

5

［ 再 任 ］
なり

成
 

　
た

田
 

　
あき

哲
 

　
ひと

人
(1979年10月31日生)

2010年 4月 当社入社
2016年 4月 当社経営管理室長
2020年 4月 当社執行役員経理部長兼

経営管理室長
2023年 3月 当社取締役経営管理室長（現任）

1,926株

（取締役候補者とした理由）
当社の取締役として経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督など取締役とし

ての適切な役割を果たしており、管理部門の責任者として長年の経験を有し、現在では
経営管理室長として職務を適切に遂行していることから、引き続き取締役候補者といた
しました。

6

［ 再 任 ］［ 社 外 ］［ 独 立 ］
いそ

磯
 

　
べ

部
 

　
たか

隆
 

　
ひで

英
(1953年 9月29日生)

1986年 3月 公認会計士登録
2001年 1月 名古屋中小企業投資育成株式会社入社
2006年 6月 同社取締役業務第一部長
2014年 6月 未来工業株式会社社外取締役
2015年 6月 未来工業株式会社社外取締役

（監査等委員）（現任）
2016年 3月 当社社外取締役
2022年 3月 当社社外取締役（監査等委員）
2024年 3月 当社社外取締役（現任）

－

（重要な兼職の状況）
未来工業株式会社社外取締役（監査等委員）

（社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要）
公認会計士として長年の経験と見識を有していることに加え、投資育成会社で経営に

関与した経験による幅広い知見を有していることから、取締役の職務執行に対する適切
な監督や経営への助言をいただけるものと期待して、引き続き社外取締役候補者といた
しました。また、同氏が選任された場合は、指名報酬委員として当社の役員候補者の選
定や役員報酬等の決定に対し、引き続き客観的・中立的立場で関与いただく予定です。
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(注)１．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．磯部隆英氏は、社外取締役候補者であります。なお、同氏を東京証券取引所の定めに基づく

独立役員として指定し、同取引所に届け出ており、同氏の選任が承認された場合は、引き続
き独立役員として指定する予定であります。

３．磯部隆英氏は現在当社の社外取締役ですが、同氏の社外取締役としての在任期間は、本総会
終結の時をもって９年であります。

４．当社は、磯部隆英氏との間で社外取締役として、会社法第427条第１項の規定に基づき、同
法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損
害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額であります。なお、
同氏の選任が承認された場合は、当該契約を継続する予定であります。

５．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で
締結しており、当社取締役を含む被保険者が負担することになる法律上の損害賠償金及び訴
訟費用を当該保険契約によって補填することとしております。各候補者が取締役に選任され
就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時に
おいても同内容での更新を予定しております。
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氏 名 属 性

専 門 性 及 び 経 験

企業経営経験
事業戦略

マーケティング
財務会計

法務

コンプライアンス
多様性

斎 藤 　 　 悟 ● ● ●

志 岐 　 義 幸 ● ●

月 東 　 達 也 ●

渋 川 　 信 幸 ● ●

成 田 　 哲 人 ● ●

磯 部 　 隆 英 ［社外］［独立］ ● ● ●

斎 藤 　 　 豊 ［監査等委員］ ● ●

森 　 　 美 穂
［社外］［独立］

［監査等委員］
● ●

大 橋 　 伸 子
［社外］［独立］

［監査等委員］
● ●

スキル項目 選定理由

企業経営経験
迅速且つ的確に経営判断を行い、事業環境の変化に応じた成長戦略を策
定・実現するためには、企業経営全般もしくは組織運営に関する知識や
経験及び実績を持つ取締役が必要である。

事業戦略
マーケティング

新規事業の展開や市場シェアの拡大を図っていくためには、事業戦略及
びマーケティングに関する知識や経験、営業部門での実績を持つ取締役
が必要である。

財務会計
財務報告の正確性の確保により経営の健全性を図り、また持続的な企業
価値向上に向けた財務戦略を策定するためには、財務会計分野における
知識や経験を持つ取締役が必要である。

法務
コンプライアンス

持続的な成長と企業価値向上には適切なガバナンス体制の確立及びコン
プライアンス・リスク管理の徹底が不可欠であり、取締役会における経
営監督の実効性向上のためにも、法務及びコンプライアンスに関する知
識や経験を持つ取締役が必要である。

多様性
事業を通じて様々な社会課題に取り組むためには、組織に多様性の確保
が重要であり、異業種での経験等による幅広い見識や価値観を有してい
る取締役が必要である。

【ご参考】取締役候補者スキルマトリックスについて

本総会において、第２号議案が原案どおりに承認可決された場合、各取締役のスキルマトリック
スは、以下のとおりとなります。

（注）上記一覧は、各取締役のすべての専門性及び経験を表すものではありません。

指名報酬委員会において、当社グループの規模やビジネス、対処すべき課題等を踏まえ、取締役
会全体で必要なスキル構成を設定しております。その中で重要度が高いと考えられるスキルの中か
ら、上位のものを選定して記載しております。

【スキルマトリックス各項目の選定理由】

以　上

－ 63 －



株主総会会場ご案内図

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

ス
ク
エ
ア

大名古屋
ビルヂング

桜通口

タカシマヤ

ＪＲ
名古屋駅

名鉄
名古屋駅

近鉄
名古屋駅
近鉄

名古屋駅 錦通

桜通

名
駅
通

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

(

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち)

会場　名古屋市中村区名駅四丁目４番38号
愛知県産業労働センター（ウインクあいち）　５階小ホール

交通　ＪＲ・地下鉄・名鉄・近鉄名古屋駅下車

・ＪＲ名古屋駅桜通口からミッドランドスクエア方面　徒歩５分
・ユニモール地下街　５番出口　　　　　　　　　　　徒歩２分

◎お願い 会場には駐車場の用意はいたしておりませんので、公共交通機関等を
ご利用願います。


